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f3 0 .カーサラゴード・カラーダ語

カーサラゴード・カラーダ語は、インド南西部ケーララ州カーサラゴード県からカルナ

ータカ州マンガロール県(旧ダクシナカンナダ県南部)にかけての地域に分布する、イン

ド・アーリヤ系少数言語である。多く見積もっても 2万人未満の話し手は、ほぼ全員がド

ラヴィダ系のカンナダ語およびトゥル語との多言語併用者であり、カーサラゴード・カラ

ーダ語は、この地域のカラーダ・バラモンが母語として習得し、もっぱらコミュニティー

の成員の間でのみ使用される、コミュニティー言語である。このコミュニティーは、マラ

ータ・バラモンの lセクトであるマハーラーシュトラ州のカラーダ・バラモンの出自をイ云

承しており、移民としてこの言語を継承してきたと考えられるが、現在この言語では他の

地域のカラーダ・バラモンとは意思の疎通ができない。言語的には、マラーティー語より

はむしろ西海岸のコンカニ語との共通点が目立ち、全体的に中期インド・アーリヤ語の特

徴を残す保守的な面と、継続したドラヴィダ系言語との併用に起因すると見られるかなり

ラジカルな言語革新との両面で特徴付けられる。 Ghatage(968)，Rajathi (1976)， 

Kodama (1991. 1995，2001)といった断片的な記述のほかは、まとまった言語学的な記述はな

い。 BeHur(2001)は、この言語の話者による最初の文法書である(カンナダ語全 64ペー

ジ)。

このコミュニティーは、この地域の他の上位カーストのヒンドゥー・コミュニティーと

同様、文字言語としてはカンナダ語を用いており、カーサラゴード・カラーダ語は、本来

は無文字言語である。しかし、 1970年代にはいり、コミュニティー団体が結成されたのを

契機として、言語文化を含むコミュニティー文化を自覚し育成しようという機運が高まり、

いくつかの文芸作品が生み出され、カンナダ文字で記録されて出版されることになった。

小論で取り上げる「ゴア八連J(Paclre在住 sIvaを名乗る匿名作者作品)もそのひとつであ

る。 8連の 4行詩から成る 160語あまりの小品であるが、カーサ手ゴード・カラーダ語の
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特徴を簡単に紹介するための素材としては恰好の分量でもあり、筆者は、 1996年の第 41

回国際東方学者会議、九州大学言語学懇話会をはじめ、この作品を口頭発表で引用したこ

とがある。また、熊本大学文学部の 2003年度後期言語分析演習でも資料として取り上げた。

小論で、は、口頭発表では不十分であった点を補い、特に語棄に関するより詳細な情報と、

表記に関する考察を追加して、この作品の言語的特徴をまとめる。

a 1 .資料

1986年、カーサラゴード県のアガルッパーデイ (agalp碍i)寺院に本拠をおくカラーダ・

バラモン互助会(k訂脳血 br油 mru;taabhyudaya sa早gha)が結成 10周年記念祭を挙行し、その

記念誌としてカンナダ語の『カラーダ (karha9aHが刊行された。コミュニティーの歴史、

アガルッパーディ寺院をはじめとする主要な宗教施設の縁起、ゴートラ(外婚集団として

の氏族)とそれに応じた家族の分類、コミュニティー出身の著名なバラモンの事跡文化的

業績といった、現代インドのコミュニティー団体の刊行物にしばしばみられる内容のこの

記念誌の後半が、寄稿作品集である。寄稿者の多くはコミュニティー出身者であるが、チ

トパーオン・バラモンという別の移民コミュニティーに属するプラパーカル・ジョーシ(M.

Pr油 hakaraJosi)氏の「ダクシナカンナダのゴア出自の諸コミュニティー (dalqiI;la

kanna9adalli gδvadi平daba早dajanavargaga!u)Jのような興味深い寄稿もある。これらカンナ

ダ語の詩作やエッセイに続く後半部がカラーダ語による作品の寄稿で、以下のように大別

される。

(1)ヤクシャガーナ劇「プラフラーダ伝 prahlada caritraJ 

ヤクシャガーナは、ダクシナカンナダ県一帯でコミュニティーを超えて愛好される舞踊

劇である。伝統的にはカンナダ語で演じられる古典劇であるが、現代ではトゥル語やコン

カニ語といったコミュニティー言語の作品も多く創作され、テーマも歴史劇や風刺劇など

多様化しており、このカーサラゴード・カラーダ語翻案もそのような流れの中にある。自

身もヤクシャガーナ劇の高名な演者であった故シュリーパティ・シャーストリ師(guru

釘'patisastri)の未完の遺作を、ボランジャドカ・ガナパティ・パット (bo!i早da9kag叫 apatibha~) 

氏が補作した作品。テーマはクリシュナ信仰説話のひとつである。

(2) ガーンドラ ga早dra

ガーンドラは、結婚に関連するさまざまな儀礼において、、主として女性達によって歌わ

れたクリシュナ信仰説話を下敷きにした祝い歌である。カンナダ語で歌われるショーバネ
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sobhane hagu (r祝い歌J) をカーサラゴード・カラーダ語に翻案したものと見られ、シュ

リーパティ・シャーストリ師の作品 3作とその子息のクリシュナ・バット (lq押 abha!)氏の

作品 l作が収録されている。ガーンドラという語自体は借用語ではなく明らかにインド・

アーリヤ語起源の語であるが、 paclya r歌」とは異なりもっぱらこの祝い歌のみを指す。

コミュニティーの複数の人々から、カーサラゴード・カラーダ語のガーンドラを記憶して

いる女性がいるという話を聞いたが、実際に会うことはできなかった。クリシュナ・パッ

ト氏には直接会って話を聞いたが、本人の作品は創作であるとの証言を得た。

(3) 創作詩と頒歌

「ゴア八連」のほか、創作詩一編と宗教的な内容の頒歌が収録されている。詩作は、い

ずれも 4行 l連の構成である。

これらを収録する『カラーダ』が出版されたあと、カーサラゴード・カラーダ語による

ヤクシャガーナ劇の翻案や詩集が出版され、また、ヤクシャガーナ劇や頒歌がカセットテ

ープで流通するようになった。 2001年にはカラーダ・バラモン互助会が 25周年を迎え、

コミュニティーの文化活動は一気に活性化している。同じく記念誌として刊行された『カ

ラーダ・ラジャタ k町村arajata~ には、カーサラゴード・カラーダ語の語葉集のほか、創

作詩や子守唄などのカーサラゴード・カラーダ語作品がカンナダ語作品と区別なく収録さ

れている。農村電話が急速に普及したことを受け、コミュニティー電話帳が刊行され、月

刊誌も発行されてカーサラゴード・カラーダ語の文芸作品の発表の場ともなっている。

このように、カーサラゴード・カラーダ語がさまざまな人々に書かれるようになった結

果、それらの作品の聞の言語的な違いが目に触れることになった。その多くは、正書法が

確立しておらず、カンナダ文字を用いてカーサラゴード・カラーダ語の音韻をそれぞれが

臨時に表記していることによる表記の揺れに根ざすものである。しかし、これらの表記の

揺れの中には、何らかの言語的変異の存在を示唆するものもある。たとえば、コミュニテ

ィーの名称自体も、 1986年の段階では、古マラーティー語にも用例の見える karhadaの綴

りが用いられていたのに対し、 2001年には hのない karadaが採られている。一般的に、子

音の有気・無気の対立は、語葉によっては話者ごとにかなりの揺れが観察されるが、コミ

ュニティー名称はその一例である。これらの変異の性質は、今の段階では明らかにできな

いが、まず、同じ話者の作品の中にどの程度の揺れが見られ、どの程度の一貫性があるか

を記録しておくことは、意味があると思われる。「ゴア八連」は、『カラーダ』所収の他の
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作品と同様、カンナダ文字の長母音表記を母音の音量ではなく音質の違いに充てる、この

地域のコンカニ語とも似た表記慣行を採用しているが、この表記がどの程度揺れておりど

の程度に音韻的に有意味であるかについても、後に詳しく論ずる。

S 2.本文と解説

S 2 -O.転写法

原表記のカンナダ文字の二重母音字を除く母音字・母音記号を l文字のローマ字、子音

字・子音記号は、有気音字については対応する無気子音ローマ字とシングルクォーテーシ

ョンの組み合わせ、それ以外を l文字のローマ字で、転写する。たとえば、 mhは、子音字 m

と子音記号 hの結合子音字を転記し、 b‘は、一字の有気子音字 bhに対応する。平はアヌス

ワーラ記号である。二重母音字については、 aiとauで転写する。

原表記では一語として表記されている単位をさらに分析して、ハイフンと等号を区切り

記号として導入した。ハイフンは活用語の接辞の区切り、等号は、小辞付加など音韻的独

立性を失った語の結合を表示する。見出しで使用したハイフンは、記述部分の区切りに対

応する。

S 2 -1 .構成と凡例

まず、 4行の一連ごとに日本語への逐語訳、さらに、語源情報を含む語葉リストを提示

する。表記と音韻・文法・語葉に関する特徴は、次章以下で一括して論ずる。

語葉リストでは、以下の略号を用いる。

1/2/3 人称

m. /f. /n. 男性/女性/中性

sg. /pl. 単数/複数

nom. /erg. /obl.直格/能格/斜格 (nom.はしばしば省略)

acc/dat 与対格

v. 動詞

v 0) /v (a) /v (av) /v (V) 活用タイプ。語幹母音として i，a， avu/ayi，ゼロを取る。

adj. 形容詞

adv. ~JJ詞

主としてそれぞれの語が固有語葉(インド・アーリヤ系語葉)であるか、ドラヴィダ系

言語からの借用語棄であるか、あるいはサンスクリットからの借用語であるかを区別する



ために、語源情報を加えた。固有語かどうかの判定のために重視したのは、カーサラゴー

ド・カラーダ語の話し手の移住と同時代の近縁言語であると考えられる古マラーティー語

と、同時代にマンガロール周辺地域に移住したと考えられるサウスカナラ・サーラスワッ

トのコンカニ語方言で、ある。これらの資料に記録された親縁語が見当たらない場合は、コ

ンカニ語・マラーティー語の現代語辞書を参照した。

Ka. カンナダ語

Tu. トゥル語(Tu1 u Lex i con)動詞は語幹(非過去/過去)

OM. 古マラーティー語(Tulpule& Feldhaus 2000)動詞は不定法(接辞-I).e)

SKKo. コンカニ語サウスカナラ・サーラスワット方言(Ghatage 1963)動詞は命令法 2sg.

(接辞ゼロ)または不定法(接辞ーとe)

Ko. 現代コンカニ語 (Maffei1883. 1983， Borkar 1999，2001)動詞は動名詞 (f妾辞・ap(a))

Ma. 現代マラーティー語(主として Molesworth1873， 1985)動詞は不定法 (f妾辞-I，1e) 1) 

Skt サンスクリット

8 2 -2. gov匂!aka ゴア八連)

82-2-1. 

amma majj=amma me!-!a早 k盃gadatutt‘-a早

kassa早=早ubarδv・u早 bδq.a-r-la甲 barapamatt‘-a早

h盃早gaya gδve・nnukas-a早 V盃早ts-u早 hava甲

v盃gg'a・camaq.i-nnu gh盃l-litummi=le mukka 

おかあさん、私のおかあさん、着きました。手紙。あなたの。

何と、書けばよいでしょう。頭の上の、(ブラフマ神が記した)書き込み、私の(運命)を。

ここ、この、ゴアで、どう、生き延びましょう、私。

虎の、棲家に、ほうりこんだのです。あなた方まで、私を。

amma f. 借用語「母」。固有語 avayiは、 bappayi r父」と同様、蔑称としてのみ用

いられる。 Ka.amma OM.五yisa SKKo. a:vsu 

m司j(i)amma (連声による母音脱落)

majj-i 1sg.不可処分所有形容詞-f.sg. 

mel-lam me!apa V (a) 手に入るJ過去分詞 n.sg. OM. me!勾eSKKo. me!ce "to find" 
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k五gad-an. 

tutt‘-am 

kassa皿

nu 

barov-um 

bδd盃・r-lam

b訂 ap-an. 

matt ‘-am 

h霊平.gaadv. 

ya 

gove-nnu 

kasam adv. 

vamts-um 

h盃vam

V丞gg'a・ca

madi-nnu 

「紙、手紙JKa. kagada OM. k五ga!aSKKo. ka:g~d~ "letter" ka:g~du "paper" Ko. 

k盃g這dn. "paper， 1etter， sheet， page" 

2sg. 可処分所有形容詞-n.sg. 

「何J OM. kaIPhi SKKo. kdslE 

引用小辞「と」 く mh組 -nu r言う J絶対分詞

baravupa v (av) 「書く」命令法 lsg.OM. baravru;te "tO show offぺSKKo.

b;;l:ロyi"to wr i te" Ko. barovap(a) "to wr i tell 

bδda n. r頭Job1.一所格"on"形容詞-n.sg. OM. boclika IIwi th a shaven head" 

Ko. bocl(a) "head， pate， brains" 

「書いたものJ-n. sg. cf. baravupa v (av) r書く J Ka. bareyーからの早期

の借用か。 Ko.barap(a) IIwr i t i ng" 

lsg. 可処分所有形容詞-n.sg. 

「ここJ OM. ethaく atra SKKo hauga Ko h五早g盃， h互甲g訂 a

(v)δ/yε甲/yi 近称指示代名詞「これ・このJ m. /n. /f. sg. ob1. 

gδve n. rゴアJ ob1.一所格勺n" Ko. go早y(a)n. 

「どのようにJ OM. kasa SKKo. k~si Ko. kase:ql 

va:rp.capa v ( i) 生き(のび)る」命令法 lsg. OM. va早caJ}.e SKKo. va:ci 

IIto survive" Ko. va平cap(a)

1 sg. nom. OM. mi SKKo. ha:v~ Ko. h盃甲v(a)

V五ghum. r虎」不可処分所有形容詞-f.sg. ob 1. OM. vagha m. SKKo. va:gu 

madi f. 棲家J ob 1.ー所格勺n"?OM. macli "mu1 t j storeyed house" Ma. 

vagh(a)bil(a) "tiger's den" Ko. m吋(a)‘f. "thigh" ?CDIAL 9852 mandira 

"house， pa1ace1l 

gヨ1・li ghallapa v (i) r投げる、勢いよく置く」過去分詞 f.sg.OM. gh盃la♀eSKKo. 

gha:li "to put" Ko. ghalap(a) "put in， put on， insert， pour， spread etc. " 

tummi 2p 1. nom. OM. tumhe SKKo. tummi Ko. tumi 

le 小辞「も、さえも、全部J Tu. la 

mukka lsg. acc/dat OM. m泊 SKKo. makka Ko. m五回

82-2-2. 

ayyδmatt‘-a-la甲 ye早 g‘訂a，manu~y-a 

g‘δra papa=ci kell-a早 t盃kkayi sik~・a



rδgi~~-uδm盃m-u， hattari khizp.ts-allo 

may-i da・llerikassa甲 b‘盃rijhδr・u

ああ、私の、この、家、人々。

とんでもない、罪を、犯したのです。それに、この、罰が。

重病人です、この、男、寝莫産(に)、貼りついています。

姑、といえば、何でしょう、すごい、気性です。

ayyo 間投詞く Ka.ayyδ 「おとうさん!J 

matt‘-a-latp. 1 sg. 可処分所有形容詞-n.sg.ー長形

yeIp 近称指示代名詞「これ・このJ n. sg. 

g‘ar-a n. r家J-n. sg. OM. ghara n. SKKo. ghg:rg "house" Ko. ghar(a) 

manu~y-a n. 人J-n. sg. Skt manu号yaOM. manusya， manusa Ko. manis(a) 

g‘δra adj. ひどい」 不変化形容詞 Skt ghora 

p盃p-an. 罪J-n. sg. Skt papa 

ci 強調小辞 OM.ca， ci， ci SKKo. ci 

kell-a早 karapa v (i) rする」 過去分詞-n.sg. OM. k訂 a♀eSKKo. kg:ri 

takka te皿Jtδ 遠称指示代名詞「それ・そのJ m./n.sg.acc/dat 

戸 近称指示代名詞「これ・このJ f. sg. 

siks-a f. r罰J-f. sg. Skt sik$a 

rδgi~トu m. r重病人Jm. sg. Skt rogiHa OM. rogiy盃 SKKo.ro:gi 

δ 近称指示代名詞「これ・このJ m. sg. 

m盃m・um. r母方のおじ、父方のおばの夫、義父J-m. sg. OM. m盃m盃 SKKo. m五mu

hattar-i f. r寝莫産J-f. sg. OM. a早出ura早af. "bedd i ng" Ma. azp.th(a)ri， ha早t(a)riSKKo. 

khimts-al1o 

m五y-if. 

d混同lleri

b‘歪riadj. 

hantu!J;lg IIbed" Ko. h五平tar(a)f. IIbamboo matll ha早t(u)品写(a)f. IIbedd i ngll 

khi早capav (a) r張り付く」再帰過去分詞-m.sg. ?CD IAL 3881 khinc-IIto 

drag， to pu 11" Ko. khi!ap(a) "be f i xed" haIpt(u)r日頃k(a)凶1ilille早 IIbedridden
ll

「父方のおば、母方のおじの妻、義母J-f. sg. SKKo. m盃yi"mo ther-i n-l aw" 

mami "maternal aunt' s wife" 

d盃vupav (V) rなる、そうである」ー条件分詞 SKKo.ja "to becomell 

「重たい、特別の(強調語)J不変化形容詞 OM. bhari adj. IId i ff i cu 1 tllはKo.

bha:ri IIvery much" Ko. bhari IIheavy， too much， d i ff i cu 1 tll 
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jhor・um. 「怒りっぽさJ-m. sg. OM. jora m. "fever" SKKo. jo:r "force" Ko. jora m. "fever. 

force" 

82-2-3. 

tippu-ca kala-tsδpδrn-δkramu ha甲ga

at‘ra hatyιnna早 k盃ccekappacla=ci 

punhave ca早dra-tsδ 江1・okapala-ri 

seJ}.a s量的-nna早 g‘arab‘訂i

ティプーの、時代の、古い、しきたりです。ここは。

18ハッティの(長すぎる)、カッチェ(に着る)、サリーです。

満月の、月の(ように大きい)、しるしを、額に。

牛糞を、塗らなければなりません、家、全体に

tippu-c盃

k盃l盃-tso

porn・oadj. 

kram-u m. 

「マイソール藩王ティプー・スルターン(I753-1799)J不可処分所有形容

5司-n.sg. obl. 

k盃lan. 時」不可処分所有形容詞-m.sg. Skt kala 

「古いJ-m. sg. OM. puraJ}.a "anc i ent" SKKo・p::>m-ε"old"

「秩序、しきたり J-m. sg. Skt krama Ma. kram(a) m. "order. method. 

arrangement" 

at‘ra r 18J OM. a出征a SKKo. gthra Ko. a~h(a)rã 

hatya-nna早 hatti f. rハッティ(腕の長さ )J-Pl.obl.ー長形形容詞-n.sg. OM. hata "arm' s 

length， measure of land" 

kacce Ka. kacce rサリーやドーティーの端を股を通してズボンのようにして着

る着方。(現代南インドでは女性の kacceは労働着)J Skt kaccha-OM. 

k盃.ppacl・an. 

punhav・5

camdra-tsδ 

江1-δm.

k盃sava~ã， kãsava~ï， k盃savada

「布、サリーJ-n.sg.OM. kapaclan. "astripofcloth" Ko. kapacl(a) "cloth. 

nine yard saree" 

?punhava f. r満月の日J-obl. OM. punava， puniva f. "the full moon day" 

SKKo. punn;;lv;;l "full moon day" Ko. punav(a) 

caIp.dru m. 月」不可処分所有形容詞-m.sg. OM. ca甲dam. SKKo. bndru 

「額のしるしJ-m. sg. Skt ti1aka OM. tit盃， Cila m. "a mark on the forehead" 

Ko. tibo "ti lak on the forehead" 



k盃pal盃-ri

sena n. 

saro・nnam

b'ari adv. 

82-2-4. 
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kapala n. r額」ー所格"on" Sk t kapala OM. kap司an. SKKo. kgpa:Jg Ko. kapal(a) 

「牛糞、水牛糞。牛糞と灰を混ぜて水に溶かしたもの(床や地面の舗装材)J

Skt c1iag叫aOM. se♀.i f. "cowdung cake" Ma. Ko. set;l(a) n. "cowdung" 

saravupa V (av) 塗り広げる」 未完了分詞 n.sg. OM. sarat;le "to smear， to 

rub， to draw ou t， to set as i de etc. 11 Ma. sarav(a)♀e SKKo. sargy" to besmear 

wi th cowdung" Ko. sar(a)vaJ}.(a) "Iayer of cowdung or mud" 

「いっぱいに OM.bhari， bharIQ1くpostpos i t i on> "throughout， fully" 

SKKo. bhg:ri "to f i 1 1" Ko. bhar(a) f. "f i 11 ing" 

h盃早ーtyap ‘uHerpa♀盃ー甲田 ce99u-vo早五~'a

hat‘akar-u中証平 majj-ok'a・rib‘吋j-o

au平t‘-e-lemh盃早tar-esakkaJa早 gell-eriU9k-u早

ratt-i madrattI-ka yaupa ap紅白pa

この人の、前の(結婚の)、子供たちが、 8(人)

ダダをこね、彼らは、私のを、食べます、年忌のご馳走を。

うちの、年寄り(の旦那様)は、朝早く、出かけると、起き上がって

夜中、真夜中に、帰ります、不規則に

h盃早.-tya yε伊平近称指示代名詞 m.-f. /n. pl.一可処分所有形容詞-n.sg. ob l. 

p‘uHerpat;l-a甲田 「前の結婚(-pat;laは抽象名詞派生接辞)J ob l.一所格"in"形容詞(接辞脱

落形 OM. pU9ha甲 "before， in advance" Ma. pratham(a)var(a) "first 

marr、iage" Ko.phuge早 "before"

ceddu-vom ce99u平 n. r子供J-p 1. SKKo. cerdu Ko. ce仰甲 "gir 1 11 ce90 "bOY" 

司、 r8 J OM.盃thaSKKo. a:tg Ko. ã~h(a) 

hat‘akar-u甲 ha~ha karapa r強情をはるJ-絶対分詞 Skthatha OM. haca m. "obst inacyll 

江甲 遠称指示代名詞「それら、彼らJn. pl. 

m句J-o

k‘a-ri 

b‘吋j・om.

aumt'-e-Ie 

lsg.不可処分所有形容詞-m.pl. 

kh盃vupaV (V) r食べる」ー現在時制-2/3sg. Skt組制・ OM.ld向 eS悶(0.kha 

Ko.kh盃vap(a)

「年忌に振舞われる食事J-m. sg. OM. bhoja n. "de 1 i ght" bh吋盃m."protege" 

lpl.可処分所有形容詞-m-f.pl.ー長形 OM.盃mlm SKKo.釦凹註/am・
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mha:rp.tar-e adj. r老いたJ-m. Pl. (尊称複数) OM. mha同ram. SKKo. mh五tar-~ Ko. rnhataro 

sakka!a甲 adv. r早朝J Skt satk盃laOM. sak互い 11ear 1 y morn i ng" SKKo. sgka:!i Ko. sakaJ(a) 

gell-eri voccapa v (a) 行く」条件分詞[命令法 2sg.vδca現在時制語幹 ve・現在分

詞語幹 vett-] OM. j匂e"to gO" SKKo. Vg:Cg "to gO" Ko. vacap(a) 

udk・um u<;lkapa v (a) 起きる」ー絶対分詞.叫kapaと同様に派生接辞-kを含む動

詞として、 bh吋kapav (a) rすわるJOM. u~ha加 "to appear. to be exhausted" 

Ma. uth(a)♀e "to rise" SKKo. uHa "to rise" Ko. uthap(a) "to wake uP. to rise 

Up" 

ratt-i rati f. r夜J-ob 1. OM. rati，両日 f."night" SKKo. rati "night" 

madratti-ka madrati f. 真夜中J-acc/dat 

ya-upa V (V) 来る」一動名詞 sg. [命令法 2sg.yδ 過去分詞盃yi1-] OM. ye脚 "tocome" 

apa而paadj. 

82-2-5. 

SKKo ・ y~ "to come" Ko. yevap(a) 

「不規則、不定J(不変化形容詞?) Skt ap紅白pa

δj盃g-oyi b‘盃s-ah盃甲ga-tsa:rp.ye甲jana

mukkapa!o・早ci-lidrH-i vakra 

pann訂 adisa-nnu mrikka ba<;lipp-ala早 gδve

kasa平 dis-unik-ite早?tu甲 S歪甲gamukka 

この、土地、この、言葉、ここの、この、人々

私を、見る、視線は、意地悪です。

lfi日で、私に、うんざりさせました、ゴアが

どうやって、日を、暮らしましょう?あなたが、教えてください、私に。

]ag-o m. 「場所J-m. sg. Ma. jaga "p 1 ace" Ko. jago "p 1 ace" 

b‘盃s-af. 「ことばJ-f. sg. OM. bhasa f. "instructions. 'a way. a style， consent. 

a thought， an idea， a promise" Ko. bh盃s(a)f. "1 anguage. d i a 1 ect" 

加申ga-tsa早 ha:rp.ga rここ」所格形容詞-n.sg. 

jan-a n. rひとびとJ-n. sg. OM. jana n. p 1. Ko. jana m. p l. 

pa!δ・甲ci・li pa!evupa v (V) r見る」一未完了分詞-f.sg.一長形[命令法 2sg.pa:!e] OM. 

p五!句e，p五!a早I，le吋osee. to watch， to look a t" SKKo. pg:!e "to see" Ko. 

pa!ovap(a) 
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drst-i f. rネ見主泉J-f. sg. Skt dr~ti OM. dr~tI f. IIV i s i on， s i ght
ll 

vakra adj. ゆがんだ、邪悪なJ(不変化形容詞) Skt vakra 

paml訂 a r 15 J OM. panhara SKKo. p:mdra Ko. pa早d(a)ra

dIsa-nnu dIsu m. r日Jpl. obl.一所格"in"OM. dIsa m. SKKo. di:su "day" Ko. dIs(a) 

ba<j.ipp-ala早 ba<j.ippapa v (a) r (経験者与格)飽きるJ再帰過去分詞-n.sg. Tu. bo<j.i-"be 

tire~ be exhauste~ be don~ be satiated， cloyed， surfeited" 

nik-item 

tum 

sa早ga

92-2-6. 

nikapa v (i) rt甲すJ分詞派生未来時制-}f. sg. Tu. nlk; nuk-"to push" 

2sg. nom. OM. tu甲， tu早 SKKo. tu Ko.尚早

sa早gapaV (a) r話す、告げるJ命令法 2sg. OM. sa早俳句e"to‘te 11， to 

narra te" SKKo. sa:gg Ko. sa早gap(a)

t‘airp. au早-t‘yag‘ara-l}.i k訂 -rioHu kassa早?

mukka tatp.ts・0早 vu恒sukha-甲ta甲 pI-甲taIp.

have甲 vay-il1a早 seva甲t-yamula kasatp. atsa? 

udo kOl}.a rikke-ra? p‘ull・a早 da-ri=ki，atta甲?

そちら、私たちの、家で、やってますか、みんな、何を。

私に、そちらの人たちの、思い出が。食べるたび、飲むたび。

私が、植えた、菊の、株は、どんなですか?

水は、誰が、やっていますか?花は、咲きますか、もう?

t'aim adv. 

au甲・t‘y盃

g ‘ara・l}.l

kar-ri 

ottu 

tamts-om 

vud盃s-um. 

kha-mtam 

pi-早ta早

「そこでJ OM. te出a，tethala SKKo. 出g:i"there" Ko. th aIp.y (a)， ti早g盃早

"there" 

1pl.可処分所有形容詞-n.ob 1. 

「家」ー所格 OM.ghara n. 

karapa v ( j) rする」一現在時制-2/3pl，

「みんなJ Tu. ottu "totaしwhole"

te/tI早遠称指示代名詞 pl.不可処分所有形容詞-m.sg. 

「思い出J-m. sg. SKKo. ug<j.a:s k;;lri "to remember" Ko. ug(a)4as(a) m. 

kh盃vupav (V) r食べる」一副詞的現在分詞

piyevupa v (V) r飲むJ-副詞的現在分詞[命令法 2sg.pi] OM. pil}.e SKKo. 

pi "to drink" Ko. piyevap(a)， piyovap(a)， pivap(a) 
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h盃vem

vay-il1a早

seva平t-y盃

ロlul-an. 

lsg. erg. 

vavupa V (0 r植えるJ能動過去分詞-n.sg. [命令法 2sg.vavi早]Skt vap-

SKKo. vg:yi "to sow" cf. OM. vapa "scorched earth ready for sowing" Ma. 

vap(a)写C

seva平tif.' rインド菊 Chrysanthemumindicum， Linn. J Tu. semarp.tIge， 

seva早ugε

「根、株J OM. muJa n. "the source of something， a root of a tree， 

a call， an invitation， a naiし thename of a constellation" S限o.

mu:l;;> "root" 

atsa accapa v (a) ある、いる」現在時制-3sg. OM. aha，盃hati，asaJ;le "to be， 

udo n. 

kδna 

rikke-ra 

細
.

t
i
-
-
A
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川
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attam adv. 

92-2-7. 

to exs i 5t" SKKo. a:sとe"to be" assg "i 5" Ko.盃sap(a)

「水J (ob 1. udaka) SKKo. udda:kg "wa te r" Ko. udaka n. 

「誰Jnom. OM. kδJ;la SKKo. kOJ;lg，ko:卯 Ko.kOJ;l(a) (狭い 0)

rikkavupa v (av) rバケツで71<をやるJ Ma. rikav(a)早e"to empty" 

phula n. r花J-p1. nom. OM phula n. lIa f 1 ower" SKKo. phu:lg Ko. phul(a) n. 

d盃vupav (V) rなる、そうである」一現在時制-2/3p1. OM. hOQ.e "to be， to 

be created， to be approved， to be acceptabl e" SKKo. ja "to become" Ko. 

j盃vap(a)"happen， take place， be， become， form， ensure， get etc." 

疑問小辞「かJ(主動詞に付加し疑問文形成・句末で「または/それともJ)

「今J Sk t atha OM. at姐 "then，i n tha t ca5e， nowll SKKo. atta "now" 

arnma majjarnma! mukka gove=ci nakka 

δα由盃mt盃r・δb盃mman-unakka 

a早早盃[S]・kanat't'il1e b‘auvιka ba!-aye 

ye-nat‘t'illeri teligramu de-ra早

おかあさん、私のおかあさん。私は、ゴアが、嫌です。

この、老いぼれの、夫が、嫌です。

兄さんを、でなければ、弟を、送ってください。

来なければ、電報を、打ちます。

n盃kka 否定動詞「いらないJsg. OM. naka，nako "no (a particle indicating 



ロ吐1歪mt盃r-δ

b盃mm組屯

叫1J.盃[S]-ka

n盃t‘t‘i1le

制 b‘auv盃-ka

refusa 1) " SKKo. naka 

「老いたJ-m. sg. 

「夫J-1Jl. sg. SKKo. bammUl;J.U "husband" Ko. bama平 "brahman" くCDIJL

9327 brahmana 

annam. r兄Jobl.-acc/dat "s"は音声区別符号。 [g:]を表示か? Ka. anna 

否定動詞凶「ないJ条件分詞、「またはJ OM.凶thilaadj. "non-existent. 

unrea I " Ko. nathap(a) = n盃sat(a)"be not， have not" 

bh盃.vum. r弟Job 1. -dat九ccSkt bhratr OM. bhava m. "a brother， a 

companion"はKo.bha:刊 "brother"bha:v~ "husband' s brother (elder)" 

bal-五ye baJavupa v (av) r送るJ命令法一2sgOM. bo!avaμ， bol盃V叫 e"to see off， to 

send away" 

ye-nat‘t'illeri yaupa V (V) r来る」・否定条件分詞

~eligrãmu m. ? r電報」

de-ra早 devupa v (V) r与える」現在時制-lsg.[命令法 2sg~ di] OM. deI.1e吋ogive" 

SKKo. di" to g i ve" Ko. devap(a)， divap(a) 

82-2-8. 

su♀eql b‘okk-ita写apale-ra早 tu早V・i・livã~a 

kagada meJ-Ja三sa甲 y盃， y五， veggi早

tummi kδ平a=ileye・nattilerih盃平ga

b盃ye=kivali=ki sodd-ira平 hava平

犬が、ぼえるたび、見やります。あなたたちの、道を。

手紙が、着いたらすく¥来てください、来てください、急いで、。

あなたたちが、誰も、来なければ、ここに

井戸か、蔓か、探します、私。

su:q.-e早 n. r犬J-n.sg. Skt sunaka OM.su伊平n."a dog" SKKo. sU:1}.E "dog" 

b‘okk-it叫 a bhokkapa v ( i )一副詞的現在分詞 Ma.bho甲k(a)I.1e， bhu甲k(a)戸 "tobark" 

SKKo. bh5kg "to bark" Ko. bho耳lkap(a)

pa!e-ra甲 paJevupa V (V) r見るJ現在時制-lsg.

tumt‘-i1-I 2pl.可処分所有形容詞ーf.sg.一長形

vat-a f. r道J-f. sg. OM. vã~a f. "a path， a way， a road" Ko. v盃tf. "way， manner" 

175 
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me!-!a=問中 me!apa v (a)過去分詞 (n.sg. )に副詞 asa甲 「そのように」が結合。

y盃 y卸 pav (V) r来る」一命令法 2.pl. 

veggi早 adv. 「急いでJ Skt > OM. vega "haste， hurry" Tu. vega adv. "quickly， 

s peed i 1 y" Ko. vegi平， begin(a) "soon， quickly" 

kona=ile 「誰もJ i1eはインド・アーリヤ系の iに借用の leを二重付加したもの

か? OM. kδnuhuvi "whosoever" kOI).hi "any" ko!Jha "(wi th neg) anyone" 

b盃yef. 井戸」くbay-af. sg. Skt vapト OM.bava， bavi f. Ka. b盃vi Ko. b査中y(a)f. 

val-i f. rつるJ-f. sg. SKKo. va:li "creeper" Ko. v盃1f. "any creeping plant， 

sodd-iram 

wicker" CDIAL 11429 valli f."creeper" 

soddapa v (i) r探すJ現在時制-lsg. OM. sodhaJ;le "to puri fy， to search， 

to d i g out" SKKo. so:di "to seek" Ko. sodap(a) 

S 3.表記と音韻

S 3 -1 .音量表記

先に述べたように、「ゴア八連」でのカンナダ文字長母音表記は、必ずしも音量の違いを

反映するものではない。

中期インド・アーリヤ語から現代インド・アーリヤ語への変化は、短母音・単子音の脱落

のように音量による対立を無効にするような変化で特徴付けられる。このため、固有語に

関しては、母音や子音の量的交替は、形態変化の一環としてほぼ予測可能である。たとえ

ば、カーサラゴード・カラーダ語固有語で長母音は以下の環境に現れる。

(1)単音節語(開音節のみ)

(2) (口)短母音 a，i，uに終わる 2音節語の第 l音節。

2a. 弱変化 2音節名詞・形容詞の主格単数(m.-u; f. -i， -a; n. -a) 

2b.弱変化 2音節男性名詞・形容詞の複数主格付)

2c. 語幹母音-i;aをもっ 2音節動詞の命令法 2sg. (接辞ゼロ)

(3)語幹母音 ay/avをもっ動詞(使役動詞を含む)の命令法 2sg.接辞(-aye)

(4)母音 eで終わる母音動詞 nidde-vupa~眠る』の命令法 2sg.nïde

(5) 名詞・形容詞の斜格接辞

このうち、 (2)と(4)の長母音化は、後続する重子音の単子音化を伴っており、子音の音

量が母音によって代償されていると見なすことができる。
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(例 soddapav (i) r探す」 命令法 2sgsδdi SKKo. so:di 

rati f. r夜J ratti sg. ob 1. /pl. nom. 

cf. bassa n. rバスJ bass歪sg.obl.

語末短母音の保持と (2)のような子音と母音の音量交替は、カーサラゴード・カラーダ語

とSKKo.に共通する際立って保守的な特徴であるといえる。 2) 

このように、固有語に限れば母音の長短の対立が機能を失っているため、コンカニ語のカ

ンナダ文字表記では、余剰となっている母音の長短表記を、主として後続音節単母音の脱

落によって新たに発生したと見られる母音の音価(広狭)の対立の表記に充てている。『カ

ラーダ』のカーサラゴード・カラーダ語作品の表記は、これと類似した長母音表記の使用

が特徴である。ただし、サンスクリットやカンナダ語・トゥル語の借用語では母音の長短

の対立が維持されており、それに従って表記されているため、長母音で表記された音が実

際に長く発音されるかどうかは、綴り字だけからは判定できない。

短母音の脱落がほとんど起きなかったカーサラゴード・カラーダ語では、コンカニ語と比

べると、実際には短い母音に対して音価の区別のために意図的に長母音表記が付されてい

る場合は少ないと予想される。たとえば、 BeUur(2001)ば、カーサラゴード・カラーダ語

の表記のために区別符号を導入しているが、母音に関わるものは、母音 aの広さの区別記

号と、後述する母音[ぉ]を表記する記号だけである。このような予断が妥当であるかどうか

を、「コ。ア八連」の実際の表記について検討してみる。

83-1-1. a/盃

固有語に関しては音声的に広い a を長母音五、狭い a[~] を a で表記している可能性が強い。

たとえば、第 l音節で重子音(鼻子音・口手音結合を含む)が後続する位置では膏声的に

長い母音は現れないが、この位置では五の表記が多用され、 aが使用されているのは以下

の語例に限られる。

借用語 ammaayyo aJJ.頃-ka

サンスクリット借用語 ca早dra-tsδ [a] 

lsg.人称代名詞派生の所有形容詞 3) majj-， matt‘-a甲， matt‘-a-la叩， majj-。
a~ 'ra pannara attrup. sakka!a平 kassa甲 haty盃ーnna早 ta平ts・0早

atta甲， haty盃-nna甲， ta早ts-o甲を除く固有語は、いずれも SKKo.の同に対応していることが

わかる。一方、 attam以外の SKKo.の[a]に対応する語例は、この位置では盃が使用されて

いるといってよい(例外:b‘auva-ka二重母音字を使用)。遠称指示代名詞派生の所有形容

詞 ta早ts-o平(第 6連)は、他の代名詞との比較から盃が期待されるところであるが、この
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語は 2pl派生の所有形容詞 tumts-oの誤植の可能性もある。第 l音節では、単子音の後続

する位置でも SKKo. との対応を考慮するとほぼaJaが音価の対立を表記していると見られ

る。(例:b‘む'i/b‘ari，barδv-umJsarδーnnarp.) 借用語とみられる語の中では、 kacceに原語に

はない長母音表記が現れるが、これは、短い a で表記する[~] (特にその長い変種)をカン

ナダ語にない独自の発音と感じている話者の印象を反映しているとも見られる。[~]の長音

には、第 7連の ann盃[S]・kaのような区別符号 S(ローマ字活字の S)付きの長母音表記が

充てられている。『カラーダ』ではこの記号の使用例はこの l例のみであるが、その後のカ

ーサラゴード・カラーダ語作品では、[~]の長音のほか、鼻母音など話者にとってカーサラ

ゴード・カラーダ語独特とみられる音の表記にしばしば用いられている。

これに対して、その他の位置(第 2音節以下と単音節語)ではむしろ実際の長さを反映し

た使い分けになっているように見受けられる。音声的に長いと予想されるのに aで表記さ

れているのは、他の接辞が後続しない斜格媛辞 (v句g'a・ca，hal!lべya)だけである。一方、

SKKo. との対応は、第 2音節以下では必ずしも維持されない。特に、数詞の 15と18につ

いては、たdasa起源のインド・アーリヤ語数詞の中に、グジャラート語のように(短母音

化を経て?)最後の母音が脱落したものと、d で残るものとがあり、興味深い点であるが、

古マラーティー語と同様に分裂した対応(pannaravs. arra)になっている。語末に現れる a

としては、筆者の資料には第 l音節が短い 2音節語の語例(par盃「あさってJdah盃---dh盃fIOJ

など)があるが、この環境の語は「ゴア八連」にはない。

8 3 --1 -2. e/e. 01δ 

コンカニ語では、後続する音節の脱落母音が aであったか i/uであったかに対応すると見

られる e，oのl士さの対すが見ら九るが、カーサラゴード・カラーダ語では同一調音点の子

音に挟まれた位置の連声を除けばこれらの母音が脱落せず、したがって、母音の広さの違

いは音声的な変異にとどまっており弁別的でないと考えられる。実際、「ゴア八連Jでも語

末以外の位置での ε/δ は、実際の母音の長短にしたがっていると考えられる。たとえば、

meJ-Ja早， me!-!a=sal!lでは重子音の前の長母音表記となっているが、この二重子音は連声に

よる子音の同化の結果生じた派生的なものであり、語幹 mel-の長さは維持される。

一方、語末母音の表記には e/e.01δのそれぞれ両方がランダムに用いられているように

見える。多音節語の語末母音は、斜格接辞や ayyoのような間投詞を除けば短い。名詞・形

容詞強変化の m.sg. nom. 1m. p 1. nom. がそれぞれ o/eで終わるが、この表記に限ると以下の

ようになる。

単数: δ: kalιtsδ，pδrn・o，carp.dra・tso，til-o， mh抑 tむ・δ，b‘吋jδ



0: jag-o， m吋j-o，khi早ts-allo

複数: ε:印刷‘-e-le.mhamtar-ε e:なし

全体としては長母音表記が好まれているように見えるが、これをどう解釈するかにはいろ

いろな可能性がある。
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本来の e/o以外の音に ε/δ の表記が用いられているのが、 av/ayを語幹母音にもつ動詞(動

名詞形として・avupaに終わる形をもっ動詞。使役動詞を含む。)と pa!e-vupar見る」の活

用形である。後続の接辞が-uに始まる場合に、 δv-u (例:barov-uqJ.)あるいは融合して δ

(例:pa!o-早.cI・li)、現在時制接辞 f の前で ε(例 :rikke・ra，pale-ra早)が現れる o rゴア八

連」の表記においては、匂v/匂yに由来する δ/eと匂v/匂y(ほかに、 nidde-vupa r眠る」、

piye鴫.vupa r飲む」、 bhiye-vupa r恐れる」など)に由来する δ/eの区別がない。後者を yδ(/e)

で書き分けている書き手や、発音の違いを自覚している話者もあり、この区別は方言差で

ある可能性がある。

93-1-3. 江 u/u

全体として、長さの区別を反映しているとみられるが、長い音が予想されるところで短

母音表記が使用されている例(接辞の後続しない斜格 r釦i)、逆に、短いと考えられる位

置に長母音が使用されている例(形容詞長形接辞の前の性・数接辞 pa!δー早cI-li)がある。

名詞・形容詞の f.sg. nOffi.接辞は、強変化が旬、弱変化がえi(および冶:..a)に由来すると考

えられるが、弱変化名詞の valI以外はすべて短い。一方、強調小辞の ciは、 ciのほかに、

ー箇所 d の表記が見られる。この小辞は、前の音を長く伸ばす発音が伴うことが多いが、

それ自体は短いのが普通である考えられる。

e，oの場合と同様、 i，uについても、接辞や語末母音の表記に関しては母音の長短の書き

分けにつねに原則があるようには感じられない。

~3-1-4. 母音[æ]

BeHur (2001)が別の記号(カンナダ文字の母音符号 eと互の組み合わせ)で表記した母

音[æ~は、強変化名詞・形容詞の斜格に現れ、また、口蓋子音のあとの a は、原則としてこ

の母音に対応する短母音の異音をもっ。 eが広い異音をもっ語末(開音節)では、 yaとye

の間の揺れも観察され (cf.baye f.， yaupa [j æwp~] vs. ye-)、口蓋子音のあとで a/eの対立

が中和される場合があることをうかがわせる。「コ事ア八連Jにおいては、この母音は yaly盃

(例:ha早-tya)か、あるいは口蓋子音のあとでは、 U盃(例:vagg'a-ca)で表記されている。

BeHur (2001)がこの表記をとらないのは、カンナダ語の表記で子音に yが続く結合子音

字は、通常は最初の子音字が長く発音されることを意識し、このような子音の延長を伴わ
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ないカーサラゴード・カラータ令語の[Cぉ]を区別したいと考えたからではないかと想像され

る。「ゴア八連」では逆に、ぉの表記に y(a)を使用したために、重子音で発音されると考え

られる子音が単子音で表記されている例 (haty霊園nna早)がある。

S 3 -2.鼻母音表記

カーサラゴード・カラーダ語で鼻母音の出現する環境は以下の通りである。

(1)語末(名詞・形容詞 n.sg. jpl. nom.接辞、副詞語尾、動詞 l人称接辞、一部の代名詞)

(2)接辞末の鼻子音ではじまる音節が脱落した場合、先行の母音が鼻母音化

(3) s 3 - 1 (2)の子音単子音化の環境で、鼻子音・口子音結合の鼻音が脱落するとき、先

行する長母音が鼻母音となる。

(4)鼻子音および語中の子音[v]で、はじまる音節の母音は音声的には鼻母音

「ゴア八連」では、(1)から (3)は、母音表記の後ろにアヌスワーラ記号を付することに

よって表記する。アヌスワーラ記号は、鼻子音・口子音結合の先行鼻子音を表記する記号

であるが、鼻子音・口子音結合は短母音と二重母音(音韻的には avu，ayiと解釈可能)の

後にしか生じないため、事実上鼻母音と短母音+鼻子音の連続が相補分布を成している。

例:(1) p'ull叫 veggiJ.!l ye平 (2)ugk-町くugk-unu;pi叩 ta甲く pi叩 taJ.}.a

(3) s盃早ga[s五:gg]cf. s宜早gapa[s勾 gapa]

語末では(4)についても、表記されているものがある(例:sarδ-nnaJp， haveJp)が、 amma，

詫J.}.a，kδ:r;ta， gove，回mmi，b‘okk-ital}.aでは付加されていない。おそらく gδveでは、本来の

n.sg.nomの・emが任意の鼻音化と解釈され、つまり(1)が (4)と扱われて、鼻音表記が落ち

ているというように見える。斜格形も、予想される goy盃・ではなく借用語などに見られる

単に母音を延長した gove・が現れている。 (4)の v・音節の鼻音化は、カーサラゴード・カ

ラーダ語で母音間の mが鼻摩擦音に変化したことを反映すると見られるが、語源的に本来

鼻音でなかったことが明らかな vの後でも鼻音化が見られる(例:vavupa 命令法 2sg.

va:vi早)。なお、 lpl.代名詞の斜格語幹 a(v)uJ.!l-も本am-に由来すると考えられるが、他の

接辞の前では早は鼻子音として実現する。

第 6連の ta甲ts・0早の末尾の mは、文法的には説明がつかない。母音衝突を避けるために

挿入された次の語の-vが語境界を越えて鼻音化を起こしているようにも見えるし、あるい

は単なる誤植の可能性もある。

S 3 -3.鼻音同化

話者によって若干異なるが、カーサラゴード・カラーダ語では鼻音に挟まれた子音が同

化して鼻子音となる傾向が強い。「ゴア八連Jでは、このような音声的特徴が表記にも反映



されている。

hatya・nna平<*hatya平・ca早 (n.P1.) sarδ-nna平 <*s五rav・u甲c-a平 (n.P 1. ) 

これらの語形の最後の鼻母音表記は音韻的には弁別的でない話者が多いが、「ゴア八連」

では文法解釈通りにアヌスワーラが付されている。

S 3 -4.歯茎破擦音・摩擦音の表記

マラーティー語、コンカニ語、カーサラゴード・カラーダ語固有語に共通の特徴として、
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歯茎破擦音[ts，dz]と歯茎摩擦音[s]が、硬口蓋破擦音・摩擦音と相補分布を成すことが挙げ

られる。インド系文字には、摩擦音については歯茎音字母。)と硬口蓋音字母 (5と転写)

の両方が存在するため、どの言語でもこれらが区別して書かれ;るが、破擦音については、

マラーティー語・コンカニ語で、は、硬口蓋音字母 c，ch， j， jhを歯茎破擦音の表記にも充て

ている。しかし、カンナダ語やトゥル語には歯茎破擦音が存在せず、マラーティー語やコ

ンカニ語の表記慣行も知られていないため、「ゴア八連Jでは無声歯茎破擦音をほぼ一貫し

て子音結合字国で表記している。ただし、重子音と単子音の区別はこの組み合わせでは表

記されておらず、おそらく第 6連に見える atsaは[attsg]に相当するものと見られる。表記

上の caとtsaの区別は、子音だけでなく母音[a/a]の違いも反映している。これに対して、

有声破擦音は、調音点に関わらず jの表記が用いられていることがわかる。 m司jo，b‘吋j・6

のjは、それぞれ閉鎖の長い歯茎破擦音である。ただし、有気子音字ではなく子音結合の

jhを用いたjhoruの表記は、気音ではなく歯茎調音を表記しようとしている可能性がある。

借用語では歯茎摩擦音、硬口蓋音ともに、そのままの環境で借用されるものがほとんど

である。第 6連 seva早t-y盃のようなカーサラゴード・カラーダ語の分布に同化した語はむ

しろ例外的であり、早い時期の借用を示唆するとも見られる。

S 3 -5.有気音と h

表記の点でまず問題になるのは、有気子音字母があるにもかかわらず子音結合を用いて

いる第 2連の khi早tsalloとjhoruの2語であろう。このうち、後者は前節で述べたように調

音点の区別符号として hを使っている可能性があるが、前者についてはその占うな説明は

成り立たない。有気子音字k‘の用例もある。

有気音と無気音の区別や hの発音については、かなり個人差がある。過剰矯正ではない

かとも見られる hの付加も観察される。しかし、「ゴア八連」での有気音表記は、近縁言語

との比較と割合よく一致した hの表記になっている。疑わしい点としては、語葉では第 3

連の punhaveがあるが、この hは、 nの童子音表記を代用しているようにも見える。接辞

では、可処分所有形容詞接辞はほぼ一貫して γで、表記されている中、第 4連に haIp-tyaと



182 

いう形が現れる。否定条件形容詞では、 natγil1eri，nattileriの両形が現れる。なお、有気子

音の重子音表記はインド系文字の正書法では本来許容されない。(無気・有気の結合字で書

く。)

これに対して、近称指示代名詞では琶の前を除いてほぼ一貫して語頭の hが脱落する。

前舌母音の前では yが現れており、後舌母音の前ではゼロとなっているが、後者でもドラ

ヴィダ系言語の多くと同様、 VU，VOのようなわたりを伴う発音となっていると考えられる。

近称指示代名詞での語頭hの脱落は、ほとんどの話者や書き手に共通しており、カーサラ

ゴード・カラーダ語で比較的早期に完了した変化であると考えることができる。

f3 4 .文法と語難

カーサラゴード・カラーダ語の特徴のうち、ドラヴィダ系言語からの影響と見られる点

についてはいくつかの論文に発表したことがあるので、ここでは繰り返さない。「ゴア八連」

でも、観族名称体系のドラヴィダ語化、尊称親族名称の借用、小辞leの借用(以上 Kodama

1995参照)、動詞否定活用の拡大と否定分詞の使用 (Kodama2001)が観察される。

.保守的な特徴のうち、短母音が保持されているために、名詞・形容詞の弱変化主格で性

による区別が保たれていることと、ニ音節名詞では中期インド・アーリヤ語以来の語中二

重子音がこれらの弱変化主格(単数と男性複数)で、母音の延長を伴って単子音化すること

についてはf33-1で述べた。語葉リストにも対照した古マラーティー語(13-14世紀の

作品が中心)で、表記上はすでに弱変化名詞の語末での母音の区別がほとんどなくなって

いることと、重子音表記が見られないことは興味深い。ゴアのコンカニ語の場合はこれよ

りも遅く、ポルトガル人来航後の 16世紀まで語末短母音の区別が維持されていたようであ

るが、この時期の資料では重子音表記は観察されない。

この章では、以上のような通時的な分析を離れて、現代インド・アーリヤ語としてのカ

ーサラゴード・カラーダ語の文法的特徴を、「ゴア八連」に現れる形を中心に概括する。

e 4 -1 .人称代名詞と指示代名詞

(1)人称代名詞は Isg.lpI. 2sg. 2pl.の 4つである。

(2)指示代名詞は、遠称/近称、 m./f. /n.、sg./pl.の組み合わせで 12個ある。

(3) 人称代名詞と指示代名詞は、主格、能格、与対格、斜格(用例無し)に活用する。た

だし、指示代名詞m./n.は、主格以外では同形である。また、複数では m./f.の区別

もほぼなくなっている。4)

(4) 人称代名詞と指示代名詞は、不可処分所有形容詞と可処分所有形容詞を派生する。人
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称代名詞・指示代名詞の斜格と不可処分所有形容詞の斜格は同形である。

S 4 -2.疑問代名詞と不定代名詞

(5) 疑問代名詞は性・数・人称ではなく人と人以外 (konar誰J/kass3.Ip r何J)で区別さ

れる。

(6) 不定代名詞は痕跡的(例:kδI;la=ile)で、疑問詞句に小辞を付加する構文で代用される。

(7) kOJ}.a r誰」は人称代名詞に準じて活用する(用例無し)0 kassaIIl r何jは直格のみをも

ち、斜格は kaSalamrどのような」の斜格で代用する。

S 4 -3.名詞・形容詞

(8)名詞は、主格・能格/具格(用例無し)・斜格に活用する。与対格、所格などの格接

辞は、斜格に』参着する。

(9) 形容詞は、直格・斜格に活用する。

(10)固有語の名詞・形容詞は、強変化あるいは弱変化の活用タイプに分類される。格接

辞の組み合わせで活用タイプが判別できる。

(11)弱変化には以下の組み合わせがある。 (Sg.nom. /Sg. obl. /pl. nom.) 

m. ul盃la n. ala/aIIl f. ale/o; i江li

m. sg.， m. pl.， n. sg.. f. sg. の2音節名詞の各語形では重子音の単子音化を伴う。

(12)強変化には以下の組み合わせがある。 5) 

m. o/yale n. e甲Jy盃li早;a甲Jya/i甲;叫んalvo甲 f.i/ya/yo 

(13)p1.obl.は形容詞では sg.ob 1.と同形。名詞では sg.obLの鼻母音化が規則的な形であ

る。(ただし、 f.を中心に不規則形も多い。用例無し)

(14) 借用語を中心に不変化形容詞もみられる。

(15)借用語の名詞は必ずしも上記の活用タイプに従わず、単に語末母音を延長すること

により斜格を派生するものも多い。ただし、サンスクリットからの借用語のように、

借用にあたって活用接辞を付加するパターンが観察されるものもある。

(16) 不可処分所有形容詞、可処分所有形容詞は、代名詞・名詞に、所格形容詞は、'時間・

場所の副詞や所格名詞句に、それぞれ接辞を付加して派生する。

(17)上記の派生形容詞や過去分詞、未完了分詞、現在分詞は、すべて強変化活用であり、

中性では叩Jya/i甲の接辞をとる。

(8) 派生形容詞や過去分詞、未完了分詞、現在分詞には、活用接辞の後に接辞・1・を挟んで

さらに活用接辞を繰り返す長形がある。長形の機能についてはよくわからない点が多

し、。
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S 4 -4.動詞

(19) 動詞各語形は定形と不定形に分類される。

(20) 定形動詞はさらに、基本定形動詞と分詞派生定形動詞に分類される。基本定形動詞

は人称・数に応じた 6つの活用形をもっ。分詞派生定形動詞は、人称・性・数に応じ

た活用形をもっ。

(21)動詞は子音で始まる接辞(現在時制・否定活用諸形・不定未来時制・現在分詞派生

諸形)またはゼロ接辞(命令法 2sg.)の前で現れる「語幹母音」に応じて活用タイプ

にわかれる。語幹母音 iと語幹母音 aは母音で始まる接辞(動名詞 -apaなど)の前

では落とされる。語幹母音 av/ayの動詞では、前舌母音を除く母音ではじまる接辞の

前で av(rゴア八連」では δと表記入前舌母音で始まる接辞の前で旬、ゼロ接辞の前

で歪ye、子音で始まる接辞の前では ay(rゴア八連」では 5と表記)の語幹母音をもっ。

語幹母音のない母音幹動詞は、母音で始まる接辞の前で、-v/-yをとるほか、接辞に応じ

て語幹が交替するものが多い。

e4-4一1.基本定形動詞

(22) 命令法の接辞は以下の通り。

lsg. u平 6) pl. uvy五甲 2sg. (ゼロ) 2p1. ya 3sg. u3pl. uvi 

2sg.では、語幹母音 i/a/ayeが現れ、 2音節語で重子音の単子音化が起きる。

(23) 現在時制の接辞は以下の通り。

lsg. f-a甲 pl.[叩 2sg.[-a 2p 1. r・i3sg. [-a 3pl. [・i

語幹母音異形態 i/a/ayが現れる。

現在時制の接辞ーr・はカーサラゴード・カラーダ語にきわめて特徴的で、イ也のマラーテ

ィー語・コンカニ語方言には親縁の接辞がみあたらない。ただし、コンカニ語では現

在分詞を語幹に基本定形動詞の接辞体系を使用する現在時制があり、また、サウスカ

ナラのチトパーオン・バラモンのマラーティー語の-cーを時制接辞とする現在時制も同

様の接辞組織を用いる。

(24) 存在動詞 acc-apa rある j は、現在時制では 3人称のみに活用し、 sg. -a pl. -iの

異形態接辞をとる。

(25) rコ。ア八連」に現れない他の基本定形動詞には、否定現在時制、否定過去時制、不

定未来時制がある。これらの定動詞形は、いずれも語幹母音異形態 i/a/ayをとり、否

定両時制で、は融合により生じた謬着的否定形態素引"をもつが、時制め区別は基本的に

は人称接辞組織の違いで表示される。
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94-4-2.分詞派生定形動詞

(26) 分詞派生定形動詞は、現在分詞・過去分詞になんらかの助動詞が謬着して生成され

たと考えられる時制で、 l人称において ffi.sg. a!p. f. sg e皿 m/f.pl. i甲の人称接辞を

とることで特徴付けられる。他の人称では強変化形容詞と共通の性・数接辞が現れる。

(27)分詞派生未来時制は、現在分詞に人称接辞を付加する組成をもち、動詞各語幹は現

在分詞と同じ交替形をとる。すなわち、語幹母音泊/ay。さらに、母音幹動詞および語

幹母音が ayの動詞、語幹末子音が vの動詞は、現在分詞接辞ーtの前に甲をとる。

これらは、中期インド・アーリヤ語の分詞接辞えnt・を形態交替形として保持したも

のである可能性があるが、共時的にはほぼ語幹の音韻で予測可能な分布である。

(28) 過去時制は、過去分詞に人称接辞を付加したと考えられる組成をもっ。他動詞では、

格表示に関わらず目的語の性・数に一致するため、 l人称形をもたず、形態的には過

去分詞そのものである。

(29) 過去時制は、中期インド・アーリヤ語の形態を引き継いでいる場合など、語幹交替

を含む不規則な形態をとるものが多い。規則的な接辞は、 -il・であるが、この iは調音

点の近い子音の間で脱落して連声を引き起こす。

(30)再帰的自動詞の過去分詞形は、 -il・ではなく -al・または4・をとるが、使役的他動詞の

中にも-i1・に加えて-a1-または-al・の過去分詞形をもつものがある。これらの再帰過去分

詞形は、能格項(行為者項)をもたない過去時制構文に用いられる。(例:khi平ts-a11o，

baclipp-ala甲)

(31) rコーァ八連Jに現れない他の分詞派生定形動詞には、過去分詞と存在動詞現在時制

との組み合わせによる完了時制・完了否定時制や現在分詞と存在動詞過去時制の組み

合わせ(および縮約)による未完了時制がある。

94-4-3.不定形

(32)不定形は、形容詞的分詞、動名詞類、副詞的分詞に分類できる。

(33)形容詞的分詞には過去分詞と未完了分詞(-U!p.C-)がある。現在分詞は動詞の分詞派生活

用にのみ残存する。ほかに否定過去分詞がある。

(34)形容詞的分詞は、分詞関係節の主動詞となる。分詞関係節の主語や目的語には関わ

りなく、分詞は被修飾語の性・数・格に一致する。(例:pa!δ叩 ci-lid符トi)主節主動詞

として(肯定)過去分詞は過去時制構文を、未完了分詞はモダリティー構文を構成す

る。(例.seI).a s盃rδ-nna!p.)また分詞関係節と副詞の組み合わせで、時間節・様態節・

原因節などさまざまな副文が構成される。(例:kagada meHa=sa甲)
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(35) 動名詞類は、名詞と同様に Sg./pI.の両形をもち名詞句を構成する動名詞7)(例:

yaや)upasg. cf. ya-upi p 1. )のほか、与対格接辞を伴って目的句として機能したり

助動詞構文を構成したりする不定詞 2形がある。形態的には前者(・y五[-ka])が後者

(-u[早])の斜格形に起源をもつように見える。

(36) 副詞的分詞は、主語の性・数・人称に関わらず不変化で、単独で時間節・条件節の

主動詞となる。絶対分詞(-unu---屯早)、現在分詞から派生した副詞的分詞(-[iJa/早]t叫a

~ー[iJa/甲]ta早)、過去分詞から派生した条件分詞(-[i]lleri)のほか、否定絶対分詞、否定

条件分詞がある。

S 4 -5.不変化詞と語順

(37) 活用しない語類としては、副詞・間投詞・小辞がある。

(38) r 1 Jを除く基本数詞は不変化詞であるが、ただし人聞をあらわす語形を派生する。

「ゴア八連」では副‘adanaではなく無標のむ‘aが人間の数に使われている。

(39)助動詞の中にもすべての活用を失ったものがある。

(40)接続詞は多くの分調形や小辞で代用される傾向が強い。たとえば、 nat‘t'ille(ri)rそれ

とも」は、存在動詞の否定条件分詞、引用小辞加は、動詞 mh叫 apa r言う」の絶対

分詞形の縮約である。

(41)引用小辞加，疑問小辞 ki，強調小辞 ciは、主節主動詞に後接できる。同様の性質を

もつ語は、コピュラ動詞 davupaの一部の活用形(例:da-lleri)や呼格小辞など限ら

れている。

(42)主節構成素の語順は自由であるが、副文内では動詞が最後でなければならない。修

飾語は被修飾語に必ず先行する。ただし、「ゴア八連Jでは名詞修飾用法の形容詞や

副文内の修飾節を行末に移動した結果この制約が破られている語順が観察される。

84-6. rゴア八連」の語葉

(43) インド・アーリヤ系語葉のうち、 OM.に親縁の語がなくコンカニ語とのみ対応する西

海岸的な語棄には以下のようなものがある。

h盃va甲-h盃ve早(主格・能格語形 davupa (く中ja- rなる」の意味で)

voccapa ( r行く」現在語幹の交替形として CDIAL11203) 

h盃早ga 出ai早 ce<:l<:luql (CDIAL 4902) vu<:lasu udo (CD-IAL '1921) val1 (CDIAL 11429) 

b訂 avupa (借用)vavupa (CD I AL 11282) 

(44) kagada (ぺルシャ語 kaqaz)， ~eligrãmu (英語 telegramme)のようにインド全土に分

布する外来語を除くと、カーサラゴード・カラーダ語に見られる借用語は、カンナダ
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語起源・トゥル語起源・インド古典語起源のものにほぼ分類できる。インド古典語起

源の借用語の多くはカンナダ語を経由して借用されたと考えられるが、文語としての

カンナダ語の使用は、コンカニ語と共通する動詞「書く」の借用にも見られる通り移

住以前にまで遡ると考えられ、その年代については特定できない。名詞の場合は弱変

化、形容詞は通常不変化形容詞として借用されている。名詞の性の決定は語尾に応じ

た慣行があると考えられるが、その詳細はわからない。

(45) カンナダ語固有語からの借用語は親族名称(年長)と kacceのみである。

(46) トゥル語からの借用語は以下の通りで、基本的な語棄にも及んでいることがわかる。

動詞:bacipp-alaIp， nik-ite早

名詞・代名詞.seva早t-y盃， ottu

小辞 :le 

(47) 動詞の借用には、 bacipp-apaのように接辞-(P)p-を付加するものと、 nik-apaのよう

に語幹を直接借用するものがある。 トゥル語の動詞 bodi・は未完了語幹に bogippーの形

をもっ動詞であるが、カンナダ語の動詞派生接辞ーisをもっ動詞のようにまったく?

をもたない動詞でも -isp-apaの形で借用が行なわれる。

(48) これらの動詞活用語は、語幹母音として他動詞は i、自動詞は aをとり、再帰過去分

'詞構文 bagipp-ala甲や、使役動詞 bagippav-apaなどさまざまな派生形を固有語の動詞

と同様に形成する。逆に、トゥル語複合動詞構文の借用翻訳とみられる構文もある。

(例:mukka bagipp-ala皿の与対格 mukkaは、トゥル語与格に相当し、対格目的語をも

っ他動詞過去分詞構文のような能格主語をとらない。)

S 5 .作品の背景

「ゴア八連」は、後妻としてゴアに嫁いだ女性の不幸を母親への手紙の形式で表現した、

ややふざけた内容の詩である。言語的特徴から推察する限りではゴアに近い地域からの移

民であろうと考えられるカーサラゴード・バラモンが、現在その故地やその言語に対して

抱いている感情が窺われることのほかには、内容の面で特筆すべき点はない。

しかし、このような作品が創作され、それがコミュニティー全体を読者として想定する

出版物に掲載されていることの背景に、これらの移民コミュニティーが内部に抱える矛盾

があることは指摘しておかなければならない

「カラーダ・バラモン」というコミュニティーは、内部的にも対外的にも、地域社会に

存在する通婚規制によってその成員が基本的に決定される集団のひとつである。カラー
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ダ・バラモンの成員に許容される縁組の相手は、女性がいくつかの上位バラモンに嫁ぐ場

合を除けば、同じカラーダ・バラモンに限られる。さらに、カラーダ・バラモンの内部は、

ゴートラと呼ばれる(理論的には)24の父系氏族に区切られており、これが外婚集団の単

位として機能して同じゴートラの成員の縁談は許容されない。したがって、縁談は本人の

ゴートラを除く残り 23のゴートラの中から(さらに母系の近い親戚を除き、)星占いの結

果を加味して決定されることになる。ところが、移民コミュニティーであるカーサラゴー

ドのカラーダ・バラモンには実際には 6つのゴートラしか存在しない。したがって、大き

なゴートラの成員は可能な縁談の範囲が著しく狭められることになる。

このため、なるべく広い範囲から縁談を求めたいという圧力はコミュニティーに常に内

在していたようで、近代化によって交通・通信環境が改善すると、通婚圏はそれまで(カ

ーサラゴード・カラーダ語という独自の言語を生み出すほどに)断絶していた北の諸地域

まで拡大することになった。このような通婚ネットワークの拡大は、近代インドの他の地

，域の有力コミュニティーとも共通する動きだったようで、たとえば同じくマラータ・バラ

モンの移民コミュニティーであるサウス・カナラのチトパーオン・コミュニティーは、 20

世紀初頭に独立運動の英雄テイラクがマンガロールを訪問し、マハラーシュトラのチトパ

ーオン・コミュニティーとの交流が回復したことを記憶している。 B)

「ゴア八連j は、このように通婚圏が拡大する中で、ゴアやマハーラーシュトラのよう

な、言葉の通じない地域との縁談が(特に個人の幸福という観点からは)必ずしも好まし

くないということを描いた作品、ともいえる。とはいえ、縁談とそのためのコミュニティ

ー内の情報交換がこの地域での社会生活の重要な部分を占めるという現実は変わらず、カ

ンナダ語地域である北カナラ地方のカラーダ・バラモンとの縁談は、食文化や生活習慣の

遣いにも関わらず積極的に行なわれている。北カナラ地方からカラーダ・バラモン女性が

嫁いできた家庭も多い。この場合、家庭内での使用言語はカーサラゴード・カラーダ語か

らカンナダ語に切り替わることになり、特に都市部の核家族の場合、カーサラゴード・カ

ラーダ語を母語として習得しない子供も増えている。

カーサラゴード・カラーダ語が他のインド・アーリヤ系現代語から隔離された環境で数

百年にわたって維持された背景には、大家族制に加えてコミュニティーの通婚規制が大き

く関わっていることは間違いない。皮肉なととに、近代化にともなって通婚規制が今度は

力一サラゴード・カラーダ語の存続を脅かしている。近年コミュニティー内部で自らの言

語と言語文化への関心が高まっていることは、地域と言語の共通性をとるか、通婚集団(カ

ースト)の拡大をとるかのアイデンティティーの揺らぎを反映しているのかもしれない。
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注

し 現代マラーティー語およびデーヴァナーガリー表記の現代コンカニ語では、語末や長音節の前の母
音の脱落する位置でも母音ゼロ記号を用いないため、短母音aと表記の区別がないが、母音のない位置

の表記上のaは(a)で転記する。
2. カーサラゴード・カラーダ語をはじめとするトゥル語地域のインド・アーリヤ語では共時的には重

子音と単子音の区別があるものが多いが、この区別がドラヴィダ語との接触の結果新たに獲得された
ものであるのか、古コンカニ語より古い段階の中期インド・アーリヤ語の区別をそのまま保持してい

るものであるのかはさらに検討が必要である。ほぼ同時代の天草版平家物語では日本語の促音が重子
音としてローマ字表記されており、ゴアの宣教師たちが音声的に重子音を区別できなかったとは考え
にくい。しかし、古コンカニ語では音韻的に重子音と単子音の区別がなかったために、音声的には長

かった子音を単子音で表記していた、という可能性は否定できない。カーサラゴード・カラーダ語の
形態素内での[a]/[~]の出現は、ほぼ後続の子音が本来の重子音であるか単子音であるかに条件付けられ
ており、中期インド・アーリヤ語におけるvccとvcの区別が、母音の音量よりはむしろ音価に影響を与
える形で保持されている、という点は他のコンカニ語諸方言と共通する特徴である。本来の単子音の
前では [a:]I[~]の長さによる対立がある(例: mar-apa v (i) 殺すJvs. mar-apa v (a) r死ぬJ)から、
本来の重子音の前の短母音が、単子音の前の長母音と音質の点でのみ合流したことになる。中期イン
ド・アーリヤ語の重子音がまず単子音化して同時に母音の代償延長が生じ、次いで単子音化した閉鎖

音や側面音が二次的に再び重子音化した、という可能性も排除できないが、 rag・apav (a) r泣く Jのよ
うに本来単子音であった閉鎖音は常に単子音のままであり、また、音量による音価の区別が生じなか
ったと考えられるa以外の母音の後でも重子音と単子音の区別は保たれている。

3. リストでは代名詞語形変化の対照を示していないが、 l人称代名調の主格以外の語幹は、 OM.では
ma・で一貫しているのに対し，s阻(0.ではacc/dat.makh所有形容詞 majj聞に対し、所有形容詞 2が
m~g~l、斜格形ではm~jーというように語幹母音が交替する。 Ko. では acc/dat. makaに対して所有形容
詞・斜格の両方がmoj-となりやはり割れる。「ゴア八連」の所有形容詞の表記は狭いほうで統一され
ており、現代コンカニ語の所有形容詞に対応している。一方、 acc/dat. はさらに狭いmukk~となって
おり、他のマラーティー語・コンカニ語諸方言内での分布がどうなっているのかが興味深い。

4. f. pl.の遠称 tyoと近称 yoは、女性に単する尊称としてのみ用いられる。このようなm.pl.のmlf.

p1.への転用は、人称代名詞だけでなく、形容詞や動詞を含め文法範鴎のすべてに及び、ドラヴィダ語
によく似た複数体系を生じている。

5. ほかに、 m.u/valu f. u/ve/vo (pl. ob1. vaql)となる名詞が少数ある。

6. ゴア八連Jでの用例にも見られるように、命令法 l人称単数は疑問文にも現れて、話し手の動作
に対する聞き手(または第 3者)の意思を問うモダリティーの表現形式として機能する。

7. 動名詞接辞は、 v(V)で・vup-、v(av)と語幹末子音がvの動詞で-up-、その他の動詞で-apーであり、さ
らに数接辞(sg. -a... p 1. -i)を伴う。

8. プラパーカル・ジョーシ (M.Prabhakara JoSi)氏による。
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